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左
義
長
ま
つ
り
点
描

春
を
呼
ぶ
炎

夜
空
を
焦
が
す
ど
ん
ど
焼
き
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絵
行
燈
名
だ
た
る
画
家
も
真
似
で
き
ぬ

松
永　

智
文

愛
知
県
清
須
市

円
安
が
仮
眠
さ
せ
て
る
パ
ス
ポ
ー
ト

谷
本　

光
行

福
井
県
坂
井
市

平
和
賞
少
女
の
勇
気
に
与
え
ら
れ

北
村　

純
一

神
奈
川
県
厚
木
市

来
る
度
に
勝
山
左
義
長
好
き
に
な
り

辻　
　

幸
子

福
井
県
鯖
江
市

恐
竜
と
夢
織
る
音
に
出
会
う
街

涌
井　

悦
子

新
潟
県
十
日
町
市

左
義
長
が
昔
を
拾
う
地
域
力

大
和
田
康
夫

福
井
県
敦
賀
市

こ
の
大
地
豊
か
な
未
来
え
種
を
蒔
く

中
村　

吉
範

福
井
県
鯖
江
市

ぼ
く
の
夢
宇
宙
へ
届
け
ど
ん
ど
焼
き

今
村　

久
栄

石
川
県
能
美
市

見
る
人
の
心
に
灯
る
絵
行
燈

中
川　
　

潔

福
井
県
福
井
市

我
が
国
を
遠
隔
操
作
し
て
る
国

梶　
　

政
幸

千
葉
県
長
生
郡

ど
ん
ど
焼
き
火
の
昂
り
に
雪
が
舞
う

光
畑　

勝
弘

岡
山
県
岡
山
市

バ
チ
腰
に
櫓
へ
向
う
祭
り
の
子

加
藤　

仁
美

神
奈
川
県
相
模
原
市

オ
ラ
が
町
地
方
創
生
祭
り
か
ら

中
静　

憲
夫

新
潟
県
長
岡
市

勝
山
で
古
代
と
出
会
う
化
石
掘
り

甚
田
あ
や
子

茨
城
県
牛
久
市

ひ
と
言
が
十
倍
に
な
る
妻
の
グ
チ

中
村　

和
雄

千
葉
県
市
川
市

の
ろ
し
だ
け
上
げ
て
打
つ
手
の
無
い
政
治

沢
登
清
一
郎

山
梨
県
笛
吹
市

こ
こ
に
住
む
我
が
ふ
る
さ
と
の
火
の
祭
り

小
堀
小
次
郎

福
井
県
敦
賀
市

絵
行
灯
守
る
伝
統
心
意
気

梅
山
す
み
江

神
奈
川
県
川
崎
市

Ｌ
Ｅ
Ｄ
日
本
の
未
来
を
照
ら
し
て
る

榊
原　

和
行

愛
知
県
犬
山
市

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
負
け
て
い
ま
せ
ん
こ
の
奇
祭

山
野　

大
輔

大
阪
府
堺
市

左
義
長
が
帰
っ
て
お
い
で
と
子
等
を
呼
ぶ

岡
部　

伸
子

神
奈
川
県
横
浜
市

第３回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果

　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,179句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、ゆめおーれ勝山
前に左義長まつりの期間展示されました。
※椎名誠賞「左義長が帰っておいでと子等を呼ぶ」

勝
山
左
義
長
見
学
ツ
ア
ー
が
大
人
気
！

◆
県
内
外
か
ら
42
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
２
月
22
日
・
23
日
に
開
催
さ
れ
、

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
関
東
圏
、

大
阪
、
奈
良
、
兵
庫
の
関
西
圏
か

ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県
内
外
か

ら
42
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
ガ
イ
ド
や
地
元
の
方

か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
各
櫓
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
夜
は
左
義

長
ば
や
し
を
見
な
が
ら
勝
山
の
伝

承
料
理
な
ど
を
味
わ
い
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
ど
ん
ど
焼
き
見
学
を

し
て
左
義
長
ま
つ
り
を
十
分
堪
能

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

◆
参
加
者
の
声

　

左
義
長
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い

る
方
々
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し

て
い
て
、
心
か
ら
ま
つ
り
を
楽
し

ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
櫓
の
上
で
可
愛
ら
し
い
し
ぐ

さ
で
太
鼓
を
た
た
く
子
ど
も
た
ち

の
表
情
に
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。

（
60
歳
女
性　

鯖
江
市
）

　

ま
つ
り
参
加
者
に
「
や
ら
さ
れ

感
」
が
な
く
、
す
ば
ら
し
い
祭
り

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
各
地
に
は

色
々
な
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、

勝
山
左
義
長
は
そ
の
中
で
も
特
に

素
晴
ら
し
い
祭
り
で
す
。

（
70
歳
男
性　

東
京
都
）


